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9月 1 日現在

世帯数 7,705(+ 17) 

人口 22，296(+35) 

男 10，649(+9) 

女 11 ，647(+26)
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静江
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司16
①大森隆茂
②60歳
③農業
④2回
⑤公現

恒，心

①藤田

②62歳
③会社役員
④3回
⑤無現

①諸伏
②58歳
③主婦
④2回
⑤無現

①窪田
②64歳
③農業
④4回
⑤無現

①篠田
②47歳
③農業
④1回
⑤無新

⑥
囲
碁
・
ゴ
ル
フ
⑦
「
光
而
不
耀
」

⑧
地
域
ぐ
る
み
、
町
ぐ
る
み
で
青
少
年

の
健
全
育
成
活
動
を
促
進
し
、
二
十

一

世
紀
の
重
信
町
を
担
う
、
心
身
共
に
た

く
ま
し
い
青
少
年
の
育
成
に
徴
力
を
尽

く
し
ま
す
。

⑥
山
登
り

⑦
「
わ
た
し
も
人
問
、
あ
な
た
も
人
間
」

⑧
学
校
週
五
日
制
に
伴
う
受
け
皿
作

り
、
福
祉
の
分
野
へ
の
取
り
組
み
、
豊
か

な
自
然
・
水
お
よ
び
農
業
環
境
を
守
り
、

生
活
の
向
上
に
努
め
ま
す
。

⑤
特
に
な
し

⑦

「
和
而
不
同
」

@
今
の
気
持
を
大
切
に
し
、
忘
れ
な
い

よ
う
に
し
ま
す
。

⑤
俳
句

⑦
「
信
頼
」

⑧
公
明
の
基
本
理
念
で
あ
る
、
人
間
主

義
生
活
者
重
視
の
政
策
を
基
態
と
し
、

町
民
の
皆
様
の
御
指
導
を
項
き
な
が
ら

微
力
を
尽
く
し
て
参
り
ま
す
。

⑥
ス
ポ
ー
ツ

⑦
「
真
実
一
路
」

⑧
町
民
の
幸
せ
と
町
民
参
加
に
よ
る
み

ど
り
と
文

化
の
町
重
信
町
を
目
指
し
、

親
か
ら
子
へ
子
か
ら
孫
へ
の
住
み
よ
い

町
づ
く
り
を
行
い
ま
す
。
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①丹生谷
②63歳
③農業
④4回
⑤無現

①森貞
②59歳
③会社員
④1回
⑤無新

①山内
②58歳
③農業
④3回
⑤無現

⑥
育
林
・
読
書
⑦

「
平
和
・
民
主
・
公

正
」
⑧
今
の
政
治
は
住
専
・
消
費
税
・

米
・
沖
縄
な
ど
あ
ま
り

に
も
国
民
の
願

い
と
か
け
は
な
れ
て
い
ま
す
。
私
は
老

人
福
祉
・
健
康
の
町
づ
く
り
に
カ
を
尽

く

し
ま
す

。

⑥
旅
行
⑦

「
明
日
・
夢
・
努
力
」

@
高
齢
化
社
会
に
対
す
る

福
祉
の
充

実
、
上
下
水
道
の
整
備
、
住
宅
供
給
の
た

め
の
区
画
整
理
、
企
業
誘
置
等
、
夢
と
活

力
あ
る
町
・
住
み
た
い
町
づ
く
り
に
努

力
し
ま
す
。

⑥
釣
り

⑦
「
努
力
」

③
二
十
一
世
紀
に
向
け
て
、
町
民
と
町

政
の
パ
イ
プ
役
と
し
て
、
潤
い
と
安
ら

ぎ
に
満
ち
た
町
づ
く
り
を
目
指
し
努
力

し
ま
す
。

⑤
書
道

⑦
「
至
誠
通
天
」

⑧
福
祉
行
政
の
充
実
、
農
業
集
落
排
水

事
業
・
公
共
下
水
道
事
業
を
促
進
し
、
清

潔
で
公
平
な
町
行
政
の
推
進
に
取
り
組

み
ま
す
。

⑤
釣
り
・
狩
猟
・
盆
栽

⑦
「

不
言
実
行
L

③
公
共
上
下
水
道
の
繁
備
、
長
寿
社
会

に
対
す
る
福
祉
の
充
実
、
心
豊
か
な
青

少
年
の
育
成
、
緑
豊
か
な
環
境
を
守
り

文
化
の
継
承
と
発
展
に
努
力
し
ま
す
ロ

、
無
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①氏名 ②年齢 ③聡損 ④当選回数 ⑤党派、現・元・新別
⑥.味 ⑦好きな冨葉 ⑥抱負

無投

町
長
就
任
あ
い
さ
つ

5盆

実
り
の

秋
を
迎
え
、
皆
様
方
に

は
益
々
ご
清
栄
の
こ
と
と
お
喜
び

申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
日
頃
よ

り
町
政
の
各
般
に
わ
た
り
格
別
の

ご
協
力
を
賜
り
心
よ
り
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

き
て
、
私
こ
と
こ
の
た
び
の
改

選
に
お
き
ま
し
て
、
町
民
の
皆
様

方
を
は
じ
め
各
方
面
か
ら
の
力
強

い
ご
支
援
と
格
別
の
ご
厚
情
を
賜

り
、
無
投
票
当
選
の
栄
誉
を
い
た

だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
深

く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も

に
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
い

っ
ぱ
い
で
ご
ざ
い
ま
す
。
も
と

よ
り
微
力
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、

皆
様
方
の
信
頼
と
期
待
に
応
え

る
べ
く
、
新
た
な
決
意
と
和
を

以
て
二
十
世
紀
最
後
の
四
年
間

を
全
力
で
遁
進
す
る
覚
悟
で
ご

ざ
い
ま
す
。

重
信
町
は
、

A 

①佐伯
②61歳
③団体役員
④7回

⑤共現

l2人の立候補者の届け出があり、

治樹

⑥
囲
碁
・
将
棋
・
俳
句
・
映
画
鑑
賞
・
小

旅
行
⑦

「
略
啄
同
時
」

⑧
福
祉
・
健康
・
医
療
の
町
。
し
げ
の
ぶ
H

を
「
住
民
こ
そ
主
人
公
」
の
町
政
で
、
住

民
サ

ー
ビ
ス
低
下
の
地
方
行
革
に
歯
止

め
を
、
ま
た
民
主
的
議
会
運
営
に
努
め

ま
す
。

和田

以来初めてです。

今
年
四
十
周
年ヘ
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重信町長と町議会議員の任期満了 (9~:
町長選挙は現職の和国治樹氏 (62歳、
投票当選が決まりました。
一方、町議会議員選挙も、定数と同

票で全員当選が決定しました。
町議会議員の無投票当選は、町制施

忠能①森
②62歳
③農業
④l回
⑤無新

⑥
旅
行
・
ス
ポ
ー
ツ
観
戦
⑦
「
至
誠
」

⑧
急
激
な
都
市

化
と
近
郊
農
業
の
調

和
、
社
会
福
祉
の
充

実
と

生
活
環
境
の

整
備
に
努
め
、
活
力
あ
る

二
十
一
世
紀

へ
向
け
誠
意
あ
る
実
行
努
力
を
重
ね
ま

す
。

幾八①高橋
②52歳
③農業
④3回
⑤無現

⑥
ス
ポ
ー

ツ

⑦
寸
和
」

⑧
福
祉
の
充
実
と
生
活
環
境
の
整
備
、

農
業
と
地
場
産
業
の
振
興
、
自
然
と
人

と
物
が
調
和
し
た
活
力
あ
る
町
づ
く
り

に
努
力
し
ま
す
。

議員紹介(届出劇

の
大
き
な
節
目
の
年
を
迎
え
、

い
よ
い
よ
成
熟
の
時
期
に
入
り

宇
品
?
し
れ
~
。

多
年
の
懸
案
で
あ
り
ま
し
た

斎
場
「
桜
花
園
」
、
ウ
ェ
ル
ケ
ア

重
信
の
完
成
を
は
じ
め
、
ゴ
ミ

焼
却
場
、
集
落
排
水
事
業
、
西

岡
総
合
公
園
建
設
等
大
型
事
業

を
推
進
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。今

後
は
施
設
整
備
と
併
せ
て

徒、①高須賀
②65歳
③農業
④5回
⑤然現

⑥
木
や
石
な
ど
の
彫
り
物
鑑
賞

⑦
「
初
心
忘
る
べ
か
ら
ず
」

⑧
上
下
水
道
の
整
備
、
ゆ
と
り
あ
る
教

育
、
高
齢
化
に
対
す
る
福
祉
の
充
実
、
町

内
で
働
け
る
場
の
確
保
等
、
自
然
と
文

化
の
調
和
の
と
れ
た
安
ら
ぎ
の
町
実
現

に
向
け
頑
張
り
ま
す
。を;

①渡部清春
②60歳
③会社役員

④4回
⑤無現

⑥
ス
ポ
ー
ツ
・

盆
栽

⑦

「
協
力
・
努
力
」

⑧
潤
い
と
活
力
の
あ
る
町
づ
く
り
、

路
の
拡
張
等
に
努
め
ま
す
。

道

よ
り
大
切
な
の
は
、
町
民
の
皆
さ

ん
が
住
み
よ
い
、
住
ん
で
よ
か
っ

た
と
、
行
政
の
配
慮
が
感
じ
ら
れ

る
心
の
通
っ
た
施
策
が
望
ま
れ
る

と
考
え
ま
す
。

町
民
参
加
の
行
政
を
目
指
し
、

町
民
各
位
と
の
ふ
れ
あ
い
、
対
話

を
通
し
て
町
民
ニ

l

ズ
を
的
確
に

把
握
し
町
政
に
反
映
し
て
い
く
日

常
の
心
構
、
え
が
必
須
で
あ
り
ま

す
。

aP 
①佐伯正夫

②52歳
③会社役員

④3回
⑤無現

⑥
ス
ポ
ー

ツ
⑦

「
忍
」

⑧
経
済
振
興
・
福
祉
・
教
育
・
文
化
の
向

上
、
さ
ら
に
公
園
や
下
水
道
な
ど

生
活

基
盤
整
備
に
カ
を
入
れ
、
皆
様
の
声
を

活
か
し
、
明
る
い

・

住
み
よ
い
重
信
町
を

築
き
上
げ
ま
す
。

①大西
②68歳
③農業
④4回
⑤無現

@
旅
行

⑦
「
真
実

一
路
」

③
自
然
と
調
和
し
た
暮
ら
し
ゃ
す
い
町

づ
く
り
、
老
人
の
家
庭
介
護
に
つ
い
て

の
手
助
け
・
助
成
等
に
努
め
ま
す
。

二
十
一
世
紀
に
向
か
っ
て
、

活
力
の
あ
る
「
み
ど
り
と
文
化

の
ま
ち
重
信
」
を
目
指
し
、
皆

様
方
と
と
も
に
再
ス
タ
ー
ト
を

切
ら
せ
て
い
た
だ
く
所
存
で
ご

ざ
い
ま
す
。

町
民
の
皆
様
や
、
町
議
会
議

員
の
方
々
の
ご
指
導
、
ご
協
力

の
程
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し

て
就
任
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

⑥
読
書
・
山
歩
き

⑦
「

お
天
道
さ
ま
が
見
て
ご
ざ
る
」

@
二
十

一
世
紀
の
理
想
郷
「
み
ど
り
と

文
化
の
町
」
重
信
町
を
実
現
さ
せ
る
た

め
、
上
下
水
道
の
整
備
と
豊
か
な
自
然

を
生
か
し
た
諸
事
業
を
推
進
し
て
い
き

ま
す
。

①牧
②62歳
③会社役員

④4回
⑤無現

⑥
ス
味l
ツ
凶
観
戦
・
読
書

⑦
「
為
せ
ば
成
る
為
さ
ね
ば
成
ら
ぬ

」

⑥
町
民
参
加
の
行
政
と

、

地
方
自
治
の

活
性

化
と
発
展
に
努
力
す
る
と
と
も

に
、
判
り
や
す
い
議
会
の
情
報
提
供
に

努
力
し
ま
す
。

通①松下
②66歳
③農業

④2回
⑤無現

⑥
ス
ポ
ー
ツ
観
戦
(
特
に
プロ
野
球
)

⑦
「
誠
実
」

⑧
公
共
下
水
道
の
早
期
の
取
り
組
み
、

農
業
の
基
盤
整
備
の
確
立
(
特
に
ほ
場

整
備
事
業
の
推
進
)
、
高
齢
化
時
代
の
福

祉
の
充
実
に
努
め
ま
す
。正①岡多

②57歳
③農業

④1回
⑤無新

⑥
ス
ポ
ー

ツ
(
特
に
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
)

⑦
「
友
情
は
美
な
り
」

③
生
活
環
境
の
整
備
、
二
十

一
世
紀
に

向
け
て
、
潤
い
と
活
力
の
あ
る
町
づ
く

り
、
下
水
道
の
整
備
実
現
、
農
道
整
備
実

現
に
積
極
的
に
努
力
し
ま
す
。

①竹市多賀雄

②69歳
③農業

④2回
⑤無元

⑥
釣
り
・
カ
ラ
オ
ケ

⑦
「

一
貫
性
・

建
設
的
」

③
地
元
産
業
の
発
展
と
一
福
祉
に
努
め
、

農
業
用
水
・

生
活
用
水
や
下
水
道
等
の

整
備
を
町
民
一
体
と
な
り
進
め
ま
す
。
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重
信
町
で
は
、
中
学
生
に

海
外
生
活
体
験
を
通
し
て
広

〈
世
界
に
は
ば
た
い
て
も
ら

お
う
と
、
近
隣
市
町
村
と
連

携
し
て
海
外
派
遣
事
業
を
行

っ
て
い
ま
す
。

今
年
で
五
回
目
を
迎
え
た

今
回
の
事
業
に
参
加
さ
れ
た

の
は
、
重
信
中
学
校
二
年
の

東
健
二
く
ん
と
同
・
安
井
啓

子
さ
ん
で
す
。

七
月
二
十
九
日
か
ら
八
月

十
三
日
ま
で
の
+
六
日
間
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
ホ

l

ム

ス
テ
イ
を
し
た
り
、
現
地
の

青
少
年
と
活
発
な
交
流
を
行

っ
た
り
と
多
く
の
素
晴
ら
し

い
体
験
を
し
て
こ
ら
れ
ま
し

た
。
そ
の
思
い
出
を
ご
紹
介

し
ま
す
。

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
ホ
i

ム
ス
テ
イ

安
井
啓
子

私
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
ク

イ
ー
ン
ズ
ラ
ン
ド
州
の
マ
リ
l

ボ

ロ
!
と
い
う
所
に
十
一
日
間
ホ
ー

ム
ス
テ
イ
し
ま
し
た
。

そ
こ
の
小
中
学
生
の

一
日
を
書

い
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。
七
時

半
起
床
で
、
朝
食
は
コ
l

ン
フ
レ

ー
ク
で
毎
日
違
う
も
の
を
か
け
て

食
べ
ま
す
。
九
時
か
ら
始
業
で
す
。

私
達
は
ジ
ル
(
ホ
ス
ト
マ
ザ
l
)
が

車
で
学
校
ま
で
送
っ
て
く
れ
ま

す
。
ス
ク
ー
ル
パ
ス
も
あ
り
ま
す

が
、
登
校
手
段
は
自
由
で
す
。
十

時
半
に
な
る
と
モ
ー
ニ
ン
グ
テ
ィ

ー
の
時
間
で
す

。
家
か
ら
持
っ
て

き
た
ク
ッ
キ
ー
や
ケ
ー
キ
を
校
庭

で
食
べ
ま
す
。
学
校
は
幼
稚
園
と

ジ
ュ
ニ
ア
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
が
一
緒

に
な
っ
て
い
ま
す
。
重
信
中
学
校

の
二
倍
く
ら
い
の
広
き
で
、
車
が

通
る
所
以
外
は
ほ
と
ん
ど
芝
生

で
、
体
育
は
は
だ
し
で
行
っ
て
い

ま
す
。
昼
食
は
給
食
で
は
な
く
持

参
の
サ
ン
ド
ウ
ィ
ッ
チ
か
学
校
の

売
店
に
売
っ
て
い
る
ラ
ン
チ
な
ど

ガンショーに招待されて

を
買
っ
て
食
べ
ま
す
。
下
校
は
三

時
で
部
活
は
な
く
て
、
真
っ
す
ぐ

家
に
帰
り
ま
す
。
宿
題
も
ほ
と
ん

ど
な
く
、
広
い
庭
で
サ
ッ
カ
ー
を

し
た
り
、
テ
レ
ビ
を
見
た
り
し
て

い
る
と
四
時
頃
に
ア
フ
タ
ヌ
ー
ン

テ
ィ
ー
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
後
、

週
に
一
回
、
サ
ッ
カ
ー
や
ラ
グ
ビ

やさしかったホストファミリー

ー
、
ホ

ッ
ケ
ー
、
ダ
ン
ス
ク
ラ
ブ

に
行
き
ま
す
。
五
時
半
に
な
る
と
、

ピ
l

タ

l
(
ホ
ス
ト
フ
ァ
ザ

l
)
が

仕
事
を
終
え
て
帰
っ
て
き
て
私
達

と
一
緒
に
遊
ん
で
、
家
族
全
員
で

お
母
さ
ん
の
手
伝
い
を
し
ま
す
。

夕
食
は
毎
日
肉
類
で
十
一
日
間

一

度
も
魚
を
食
べ
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
し
て
家
族
全
員
で
夕
食
の
後
片

付
け
を
し
て
、
子
供
部
屋
は
八
時

半
に
消
灯
と
い
う
生
活
で
す
。

学
校
の
先
生
は
、
勉
強
し
ろ
と

い
う
感
じ
は
な
く
、
休
み
時
間
に

生
徒
と
一
緒
に
、
お
し
ゃ
べ
り
し

た
り
、
遊
ん
だ
り
し
て
い
て
も
す

ご
く
余
裕
が
あ
り
自
然
な
感
じ
が

し
て
、
い
い
な
と
思
い
ま
し
た
。

今
回
は
全
く
と
い
っ
て
い
い
ほ

ど
英
語
が
通
じ
ま
せ
ん
で
し
た
。

で
も
、
私
に
と
っ
て
は
感
動
の
夏

で
し
た
。
い
つ
か
、
ホ
ス
ト
フ
ァ

ミ
リ
ー
に
再
会
し
て
本
格
的
な
英

会
話
を
す
る
と
い
う
新
し
い
夢
に

向
か
っ
て
出
発
し
ま
す
。

一
般
会
計
道
路
改
良
や

災
害
復
旧
費
な
ど
二
億
三

千
九
百
六
十
六
万
円
を

補
正第

百
六
十
一
回
重
信
町
議
会

定
例
会
は
八
月
二
十
日
に
招
集

さ
れ
、
八
月
二
十
三
日
ま
で
四

日
間
の
会
期
で
聞
か
れ
ま
し
た
。

提
出
さ
れ
た
二
億
三
千
九
百

六
十
六
万
三
千
円
(
累
計
六
十

二
億
五
千
八
百
八
万
二
千
円
)
の

一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど
、
七

議
案
が
審
議
さ
れ
全
議
案
が
原

案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
議
員
提
案
に
よ
る
意

見
書
案
三
件
を
可
決
し
、
松
山

地
方
法
務
局
川
内
出
張
所
の
存

続
を
求
め
る
決
議
を
採
択
し
、

関
係
省
庁
に
意
見
書
・
決
議
書
を

提
出
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

一
般
質
問
は
三
名
の
議
員
か

ら
、
ご
み
分
別
や
リ
サ
イ
ク
ル
、

高
齢
者
対
策
、
し
尿
く
み
と
り

問
題
、
消
費
税
、
地
方
行
政
改

革
、
福
祉
等
の
在
宅
介
護
な
ど

多
方
面
に
わ
た
っ
て
行
わ
れ
ま

し
た
。

以
下
議
決
さ
れ
た
主
な
も
の

は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

@宅か宅氾/~か宮路宅泌⑤行政相談週間です



冨
ωー

明
江
。
ロ
《
日

「
K
E
N
-
-

。
」

こ
の
一
言
か
ら
始
ま
っ
た
、
長
い

様
で
短
い
、
夢
の
様
な
十
三
才
で

向
か
え
た
夏
が
始
ま
り
ま
し
た
。

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
車
の
中

で
家
へ
向
っ
て
い
ま
す
。
車
の
中

ま
で
大
き
く
聞
こ
え
る
エ
ン
ジ
ン

音
が
車
の
中
の
静
け
さ
を
物
語
っ

て
い
ま
す

。

何
を
ど
の
よ
う
に
し

て
よ
い
か
分
か
ら
な
い
の
で
す
。

家
へ
着
く
と
、
早
速
、
写真
を
見
せ

て
く
れ
て
、
や
さ
し
く
教
え
て
く

れ
ま
し
た

。

僕
も
日
本
の
家
族
や

文
化

、

そ
れ
に
持
っ

て
来
た
お
み

や
げ
を
一
生
懸
命
に
英
語
で
伝
わ

ι 5 

店。

〉
口
三
g
-
z

る
よ
う
に
話
し
ま
し
た

。

そ
れ
を
、

F
A
M
I
L
Y

が
一
生
懸
命
理
解

し
よ
う
と
し
て
く
れ
た
の
で
う
れ

し
か
っ
た
で
す

。

一
日
目
は
緊
張

の
ほ
ど
け
な
い
日
で
し
た
。

翌
日
、
学
校
へ
行
く
と
、

み
ん
な
青
ざ
め
た
顔
を
し

て
い
ま
し
た
。
一
人
で
い

る
の
は
い
や
ら
し
く
、
早

1
l

く
日
本
の
家
へ
帰
り
た
い

温
四

と

言
う
仲
間
ば
か
り
で
し

ht
ー

た
。

だ
け
ど
二

干
七
名
の

jh
J

仲
間
達
が
協
力
し
合

っ
て

、

九九

現
地
の
学
生
と
交
流
を
深

帽
川

め
て
い
く
こ
と
に
よ

っ
て
、

毎
日
が
楽
し
い
思
い
出
と

な

っ
て
い
き
ま
し
た

0

.

僕
の
思
い
出
と
し
て
特

圃

に
残
っ
て
い
る
事
を
あ
げ

回

る
と
、
ま
ず
、
雄
大
な
土

地
の
広
さ
に
び
っ
く
り
し

ま
し
た
。
飛
行
機
か
ら
見

た
景
色
は
日
本
で
は
見
ら

れ
な
い
最
高
の
物
で
あ
り
、
家
の

土
地
や
、
道
路
、
公
固
な
ど
か
な

り
広
か
っ
た
で
す

。

次
に
、
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
人
の

体
格
に
び
っ
く
り
し
ま
し
た

。

僕

と
同
学
年
の
人
は
、
も
う
二
十
才

東

健
ニ

の
よ
う
で
し
た

。

ま
た
、
ホ
ッ

ケ
ー

の
練
習
へ
連
れ
て
い
っ
て
も
ら

っ

た
時
も
、
み
ん
な
、
身
長
百
七
十
五

叩
近
く
あ
る
人
ば
か
り
で
し
た

。

次
に
、
食

事
の
準
備
、
後
片
付

け
を
進
ん
で
手
伝
う
事
で
す
。
こ

れ
に
僕
も
参
加
し
て
い
た
け
ど
、

日
本
に
帰
っ
て
来
て
や
ら
な
い
の

で
、
な
ん
と
な

く

お
か
し
か
っ
た

で
す
。

僕が作った首飾りをつけて記念写真(ホストファミリー)

最
後
に
、
食事
の
ち
が
い
で
す

。

朝
は
、
コ
ー
ン

フ
レ
ー
ク
、
各

一は
、

サ
ン
ド
イ

ッ

チ
、
夜
は
、
肉
と
か

マ
カ
ロ
ニ
と
か
い
ろ
い
ろ
な
物
が

出
ま
し
た
。
嫌
い
だ
っ
た
物
は
、

二
つ
し
か
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た

。

食
べ
物
で
、
体
格
も
変
わ
っ
て
く

る
の
か
と
思
い
ま
し
た

。

こ
の
よ
う
に
、
い
つ
も
、
い
つ

も
、
楽
し
い
日
々
を
過
ご
し
て
い

く
う
ち
に
、
も
う
別
れ

の
時
間
が

来
ま
し
た

。

で
す
か
ら
、
お
礼
に

首
飾
り
を
作
っ

て
あ
げ
る
と
大
変

喜
ん
で
く

れ
ま
し
た
。

別
れ
の
時
、

み
ん
な
同
様
、
帰
り
た
く
な
い
と

い
う
気
持
ち
で
し
た
。
す
ご
く
悲

し
い
け
ど
し
か
た
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
僕
が
残
し
た
言
葉
は
今
で

も
覚
え
て
い
ま
す
。

「
I

L
O
V
E
A
U
S
T
R

A
L
I
A
&
I
L
O
V
E
 

Y
O
U

。

」

ま
だ
ま
だ
、
た
く
さ
ん

言
い
た

い
事
が
あ
る
ほ
ど
楽
し
い
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
の
思
い
出
を
、
本

当

に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

10月 13 日，..._， 19 日は

O
地
方
改
善
事
業

一
一
一
、
四
六
九
千
円

。
清
掃
セ
ン
タ
ー

建
設

公
害
監
視
装
置
設
置
事
業

二
二
、
六
六
O
千
円

。
農
業
用
施
設
災
害
復
旧
事
業

三
一
、
三
七
七
千
円

。
林
業
施
設
災
害
復
旧
事
業

三
二
、
O
九
二
千
円

@宅氾ぺ泡〆芭点/猷Mか宅氾ν毛ゆ匂

O
簡
易
水
道
事
業

二
三
、
六
O
O

千
円

O
町
立
幼
稚
園
保
育
料
そ
の
他

の
費
用
の
徴
収
条
例
の
一
部

改
正

幼
稚
園
で
は
、
四
、
五
歳
児

の
保
育
を
行
っ
て
お
り
ま
し
た

が
、
平
成
九
年
四
月
一
日
か
ら

三
歳
児
も
保
育
の
対
象
と
す
る

と
い
う
も
の
で
す
。

総
合
公
園
管
理
棟
新
築
工
事

を
、
一
億
三
千
五
百
九
十
六
万

円
で
株
式
会
社
二
神
組
と
、
工

事
請
負
契
約
を
締
結
す
る
こ
と

を
可
決
し
ま
し
た
。
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公
的
年
金
制
度
の

年
金
番
号
が

一
本
化
さ
れ
ま
す

皆
さ
ん
は
、

て
い
ま
す
か
。

現
在
、
公
的
年
金
加
入
者
の
記

録
に
つ
い
て
は
、
国
民
年
金
、
厚

生
年
金
保
険
(
船
員
を
含
む
)
及
び

各
共
済
組
合
ご
と
に
整
理
さ
れ
て

お
り
、
年
金
番
号
も
そ
れ
ぞ
れ
の

加
入
制
度
ご
と
に
付
け
ら
れ
て
い

ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
各
制
度
に
よ
っ

て
年
金
番
号
(
記
号
番
号
)
が
違
っ

て
い
る
た
め
に
、
年
金
記
録
を
確

認
す
る
の
に
時
間
が
か
か
る
、
年
金

を
請
求
し
た
と
き
に
記
録
が
漏
れ

て
い
る
等
の
問
題
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
う
し
た
問
題
を
解
消
す
る
た

め
、
平
成
九
年
一
月
よ
り
、
す
べ

て
の
公
的
年
金
制
度
に
共
通
す
る

基
礎
年
金
番
号
を
導
入
し
ま
す
。

こ
の
基
礎
年
金
番
号
は

、

サ
ラ

リ
ー
マ
ン
と
な
り
厚
生
年
金
保
険

に
加
入
し
た
と
き
や
二
十
歳
に
な

年
金
手
帳
を
持
つ

り
国
民
年
金
に
加
入
し
た
と
き
な

ど
、
初
め
て
年
金
制
度
に
加
入
し

た
時
点
で
の
年
金
番
号
を
、
そ
の

後
に
加
入
す
る
年
金
制
度
が
変
わ

っ
て
も
、
そ
の
ま
ま
使
用
す
る
も

の
で
す
。

こ
れ
に
よ

り
、
同
一
の
番
号
で

記
録
の
整
理
、
年
金
に
関
す
る
手

続
き
、
照
会
等
が
で
き
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

基礎年金番号の付け方

基礎年金番号を新規に付ける

園長年金のlè号番号を基礎年金番号にする

厚生年金保険の記号番号を基礎年金番号にする

基礎年金番号を新規に付ける

平成9年1 月前の最終加入制度の番号を基礎年
金番号にする

裁定の基礎となった年金手織の記号番号(最終
加入制度における番号)を基礎年金番号にする

コ

平成9年 1 月以後に公的年金制度に新規に加入
した人

現存の国民年金の被保険者である人

現存の厚生年金保険の彼保険者である人

現存の共済組合の加入員(加入員・!f鎗権者)で
ある人

平成9年1 月以後に公的若手金に再加入した人

すでに国民年金文は厚生年金保険の年金受給
術者である人

入院したとき、診療・薬代

などとは別に、食事代は定

額自己負担となっていま十o

-(1)自己負担額が10月.日

以降以下のように変更さ

れましたc

改正後

一般加入者 600P3 t 

住民税 90 日までの入院 450円 1650円
非課税

90 日を超える日入数院) 300円 l500円世帯等 (過去12か月の入院

住民税非課税世帯等で老齢福祉年金を受けている人 200円 1300円

改正前入院時の食事療養費の自己負担( 1 日あたり)

8 *住民税非課税世帯等の方は、負担額が軽減さ れます。「標準負担額減額認定証」が必要

となりますので、福祉課窓口で申請してください。

女入院時の食事療養費は、高額療養費の支給の対象とはなりません。

T 
体育の日
(10月 10日)

t
y
三
歳
未
満
の
お
子
様
を

お
持
ち
の
方
へ
j

児
童
手
当
は
、
三
歳
未
満
の

児
童
を
養
育
し
て
い
る
人
に
支

給
さ
れ
ま
す
。

認
定
請
求
を
し
た
翌
月
か
ら

支
給
さ
れ
、
支
給
事
由
の
消
滅

し
た
日
の
月
分
で
終
わ
り
ま

す
。原

則
と
し
て
手
当
は
、
毎
年

一
一
月
・
六
月
・
十
月
に
、
そ
れ

ぞ
れ
の
前
月
分
ま
で
が
支
給
さ

れ
ま
す
。

既
に
、
児
童
手
当
を
受
け
ら

れ
て
い
る
方
は
、
三
歳
の
誕
生

月
分
ま
で
支
給
し
ま
す
。

た
だ
し
、
所
得
が
一
定
額
以

上
の
場
合
に
は
所
得
制
限
に
よ

り
児
童
手
当
は
支
給
さ
れ
ま
せ

ん
。認

定
請
求
は
随
時
受
け
付
け

て
い
ま
す
。

。
公
務
員
の
方
は
、
勤
務
先
で

手
続
き
を
し
て
下
き
い
。

詳
し
く
は
、
役
場
福
祉
課
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

国
九
六
四
l

二
O
O

一
刊

内
線
二
五
四

②匂ゆ官。宅島宅。包ゆ包泡モ氾/@1時間 574円となりました。1 日 4，582円



生
命
保
険
と
税

保
険
に
加
入
し
保
険
料
を
支
払

っ
た
場
合
は
、
支
払
保
険
料
に
応

じ
て
一
定
額
が
所
得
税
を
計
算
す

る
際
そ
の
基
礎
と
な
る
所
得
金
額

か
ら
控
除
さ
れ
ま
す
。
ま
た
保
険

金
を
受
け
取
っ
た
場
合
は
、
契
約

内
容
な
ど
に
よ
り
、
相
続
税
や
贈

与
税
あ
る
い
は
所
得
税
の
課
税
関

係
が
生
じ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

{
生
命
保
険
料
を支払

っ
た
場
合

所
得
者
本
人
や
家
族
を
受
取
人

と
す
る
生
命
保
険
や
簡
易
保
険
、

生
命
共
済
の
保
険
料
又
は
掛
金

(
以
下
「
保
険
料
」
と
い
い
ま
す
。
)

を
支
払
っ
た
場
合
は
、
そ
の
年
中

の
支
払
額
に
応
じ
て
、
二
疋
額
(
最

高
十
万
円
)
が
「
生
命
保
険
料
控

除
」
と
し
て
、
そ
の
年
の
所
得
金

額
か
ら
控
除
さ
れ
ま
す
。

一
、
生
命
保
険
料
控
除
額
の
計
算

そ
の
年
中
に
支
払
っ
た
保
険
料

を
、
二
疋
の
要
件
に
該
当
す
る
個

7 

人
年
金
保
険

料
と
、
一
般

の
生
命
保
険

料
と
に
区
分

し
、
そ
れ
ぞ

れ
に
つ
い
て

次
に
よ
り
計

算
し
た
金
額

を
合
計
し
た

額
(
最
高
十

万
円
)
が
控

除
額
に
な
り

ま
す
。

二
、
生
命
保
険
料
控
除
を
受
け
る

た
め
の
手
続

サ
ラ
リ
ー
マ

ン
の
場
合
は
、
通

常
、
年
末
調
整
で
こ
の
控
除
を
受

け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

事
業
な
ど
を
行
っ
て
い
る
場
合

は
、
確
定
申
告
を
行
う
こ
と
に
よ

り
、
こ
の
控
除
を
受
け
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

支払った保険料の金額 (A) 生命保険料控除額

25 ，000円以下 (A)の金額

25，001 円~ 50 ，000円 (A) X 込 +12，500円

50，001 円~100，000円 (A) X ~ +25，000円

100，001 円以上 50 ，000円

{
生命
保
険
金
を

受
け
取
っ
た
場
合
}

生
命
保
険
契
約
に
基
づ
い
て
、

一
時
金
や
年
金
を
受
け
取
っ
た
場

合
は
、
生
命
保
険
契
約
の
保
険
料

を
だ
れ
が
負
担
し
て
い
た
か
に
よ

っ
て
、
相
続
税
や
贈
与
税
あ
る
い

は
所
得
税
の
課
税
対
象
に
な
り
ま

す
。

満
期
保
険
金
を
一
時
に
受
け

取
っ
た
場
合

付
保
険
料
を
負
担
し
て
い
た
人

が
、
保
険
金
受
取
人
の
と
き

受
け
取
っ
た
保
険
金
か
ら
負
担

し
た
保
険
料
を
差
し
引
い
た
金
額

が
、
一
時
所
得
と
し
て
所
得
税
の

課
税
対
象
と
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、

一
時
所
得
に
は
五
十
万
円
の
特
別

控
除
が
あ
り
、
こ
れ
を
超
え
る
額

の
二
分
の
一
に
対
し
て
税
金
が
か

か
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

己
保
険
料
を
負
担
し
て
い
た
人
以

外
の
人
が
、
保
険
金
受
取
人
の

と
き
』

受
け
取
っ
た
保
険
金
に
対
し
て

贈
与
税
が
か
か
り
ま
す
。

二
、
死
士
保
険
金
を
一
時
に
受
け

取
っ
た
場
合

付
保
険
料
を
負
担
し
て
い
た
人

が
、
死
亡
し
た
と
き

保
険
金
受
取
人
に
相
続
税
が
か

か
り
ま
す
。
た
だ
し
、
保
険
金
受

取
人
が
相
続
人
で
あ
る
と
き
は
、

法
定
相
続
人
の
数
に
五
百
万
円
を

掛
け
た
金
額
ま
で
が
非
課
税
と
な

り
ま
す
。

ω
保
険
料
を
負
担
し
て
い
た
人

が
、
保
険
金
受
取
人
の
と
き

受
け
取
っ
た
保
険
金
か
ら
負
担

し
て
い
た
保
険
料
を
控
除
し
た
金

額
が
、
一
時
所
得
と
し
て
所
得
税

の
課
税
対
象
と
な
り
ま
す
。

同
保
険
料
を
負
担
し
て
い
た
人

が
、
保
険
金
受
取
人
で
も
死
亡

し
た
人
で
も
な
い
と
き

保
険
金
受
取
人
に
贈
与
税
が
か

か
り
ま
す
。

三
、
満
期
保
険
金
を
年
金
で
受
け

取
る
場
合

付
保
険
料
を
負
担
し
て
い
た

人

が
、
年
金
の
受
取
人
の
と
き

毎
年
受
け
取
る
年
金
は
、
雑
所

得
と
し
て
所
得
税
の
課
税
対
象
と

な
り
ま
す
。

口
保
険
料
を
負
担
し
て
い
た
人
以

外
の
人
が
、
年
金
の
受
取
人
の

〉
」
主
」

保
険
金
を
年
金
と
し
て
受
給
す

る
権
利
を
、
贈
与
に
よ
っ
て
取
得

し
た
も
の
と
み
な
さ
れ
、
そ
の
受

給
に
関
す
る
権
利
の

価
額
が
贈
与

税
の
課
税
対
象
と
な
る
と
と
も

に
、
毎
年
受
け
取
る
年
金
は
、
雑

所
得
と
し
て
所
得
税
の
課
税
対
象

と
な
り
ま
す
。
な
お
、
付
及
ぴ
口

の
雑
所
得
の
計
算
に
当
た
っ
て

は
、
そ
の
年
に
受
け
取
る
年
金
に

見
合
、
つ
支
払
保
険
料
を
控
除
す
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

園
、
死
亡
保
険
金
を
年
金
で
受
け

取
る
場
合

付
保
険
料
を
負
担
し
て
い
た
人

が
、
死
亡
し
た
と
き

保
険
金
を
年
金
と
し
て
受
給
す

る
権
利
を
、
相
続
や
遺
贈
に
よ
っ

て
取
得
し
た
も
の
と
み
な
さ
れ
、

そ
の
受
給
に
関
す
る
権
利
の
価
額

{
疋

が
相
続
税
の
課
税
対
象
と
な
る
と

改

と
も
に
、
毎
年
受
け
取
る
年
金
は
、
金

雑
所
得
と
し
て
所
得
税
の
課
税
対
ヨ

象
と
な
り
ま
す
。

引
引

白
保
険
料
を
負
担
し
て
い
た
人

県

が
、
年
金
の
受
取
人
の
と
き

媛

毎
年
受
け
取
る
年
金
は
、
雑
所

愛

得
と
し
て
所
得
税
の
課
税
対
象
と

な
り
ま
す
。

白
保
険
料
を
負
担
し
て
い
た
人

が
、
年
金
の
受
取
人
で
も
死
亡

し
た
人
で
も
な
い
と
き

保
険
金
を
年
金
と
し
て
受
給
す

る
権
利
を
、
贈
与
に
よ
っ
て
取
得

し
た
も
の
と
み
な
さ
れ
、
そ
の
受

給
に
関
す
る
権
利
の
価
額
が
贈
与

税
の
課
税
対
象
と
な
る
と
と
も

に
、
毎
年
受
け
取
る
年
金
は
、
雑

所
得
と
し
て
所
得
税
の
課
税
対
象

と
な
り
ま
す
。
な
お
、
ハ
円
、
口
及

び
白
の
雑
所
得
の
計
算
に
当
た
っ

て
は
、
そ
の
年
に
受
け
取
る
年
金

に
見
合
う
支
払
保
険
料
を
控
除
す

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

色~~官耳互/宅免væ〆芯主/も

10月の納税
町県民税第3期

国民憧康保険税第4期

納税期限

10月 31 日(木)



日

一
女
性
­

Fだ
よ
D
九

女

性

独
居
・

寝
た
き
り
老
人

ふ
れ
あ
い
訪
問

秋
の
気
配
を
感
じ
る
九
月
十
三

日
、
表
記
事
業
を
実
施
し
ま
し
た
。

今
年
度
は
、
名
称
を
。
独
居
、

寝
た
き
り
老
人
ふ
れ
あ
い
訪
問

。

と
改
め
、
ま
た
持
参
す
る
土
産
品

に
、
保
育
所
、
幼
稚
園
(
公
立
)
児

の
作
品
も
加
え
ま
し
た
。

高
齢
者
の
噌
好
を
考
慮
し
な
が

ら
組
み
合
わ
せ
た
お
菓
子
と
共

に
、
小
学
校
一
年
生
の
お
じ
い
ち

ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
を
描
い
た

絵
、
一
人
ひ
と
り
に
宛
て
て
書
い

た
中
学
一
年
生
の
手
紙
、
そ
し
て

保
育
所
・
幼
稚
園
児
か
ら
の
折
紙
、

色
紙
、
陶
器
、
状
差
し
等
の
可
愛
ら

『

町

.a. 
Z玄

識

し
い
手
芸
品
を
持
参
致
し
ま
し
た
。

あ
い
に
く
の
雨
の
中
、
女
性
会

議
加
盟
団
体
の
全
員
に
よ
っ
て
、

昨
年
よ
り
三
十
名
多
い
、
百
八
十

五
名
に
、
敬
老
の
気
持
を
込
め
て

訪
問
し
、
お
年
寄
り
の
笑
顔
に
接

す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た

。

こ
の
事
業
は
、
関
係
課
、
民
生

委
員
、
地
区
の
方
々
、
小
、
中
学

校
、
幼
稚
園
、
保
育
所
、
そ
し
て

女
性
会
議
等
の
、
た
く
さ
ん
の
人

の
心
が
、
大
き
な
輪
に
な
っ
て
結

実
し
た
も
の
と
、
御
協
力
に
感
謝

す
る
と
共
に
、
地
域
ぐ
る
み
の
行

事
に
な
り
ま
し
た
こ
と
を
、
嬉
し

く
思
い
ま
す
。

わ
が
国
の
激
動
の
時
代
を
生
き

て
こ
ら
れ
た
高
齢
者
の
方
に
と
り

ま
し
て
、
ま
た
町
民
の
方
に
と
り

ま
し
で
も
住
み
よ
い
町
、
生
き
が

い
の
あ
る
町
に
な
る
よ
う
一
歩
ず

つ
前
進
し
た
い
も
の
で
す

。

(
事
務
局
長
福
積
清
美
)

女

性

廃
食
油
か
ら
の

石
け
ん
づ
く
り

こ
の
度
、
重
信
町
で
は
、
環
境

対
策
の
一
つ
と
し
て
、

川
に
流
せ

ば
、
水
質
汚
染
に
つ
な
が
る
廃
食

油
を
リ
サ
イ
ク
ル
し
て
石
け
ん
を

作
る
機
械
が
購
入
さ
れ
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
女
性
会
議
の
有
志
約

三
十
名
が
、
作
り
方
の
指
導
を
受

け
ま
し
た
。
材
料
は
、
廃
食
油
初

4
(
よ
く
使
っ
て
酸
化
し
た
油
、
ま

た
、
動
物
性
油
脂
や
ゴ
マ
油

等
異

種
類
の
油
が
混
合
し
た
廃
油
が
よ

い
)
苛
性
ソ
ー
ダ
M
l
M
岡
、
水
口

t

、
粉
石
け
ん
を
作
る
場
合
は
、

ソ
ー

ダ
灰
川
同
、
こ
れ
で
お
い
喝
の

粉
石
け
ん
が
出
来
ま
す
。

一
回
目
は
廃
油
が
比
較
的
新
し

か
っ
た
の
で
鹸
化
ま
で
時
聞
が
か

か
り
ま
し
た
が
、
二
回
目
は
ス
ム

ー
ズ
に
進
み
二
時
間
で
出
来
上
が

り
ま
し
た
。
粉
砕
は
乾
燥
す
る
程

よ
い
の
で
後
日
と
し
ま
し
た
。
今

ま
で
は
人
の
力
で
撹
持
し
て
い
た

の
で
、
時
間
も
か
か
り
大
変
な
作

業
で
し
た
が
、
機
械
の
お
か
げ
で
大

幅
な
時
間
の
短
縮
と
労
力
の
軽
減
。

洗
濯
に
は
水
ま
た
は
湯
却
4

に

粉
石
け
ん
刊
g

弱
を
よ
く
溶
か
し

.a. 
Zま

識

て
洗
濯
、
よ
く
す
す
い
で
太
陽
の

下
に
干
し
ま
す
。
ま
た
、
台
所
ま

わ
り
特
に
ふ
き
ん
は
石
け
ん
が
安

全
で
す
。

し
か
も
臭
い
も
殆
ん
ど
気
に
な

ら
ず
、
と
て
も
よ
く
汚
れ
が
落
ち

ま
す
。
換
気
扇
、
洗
車
、
浄

化
槽

に
影
響
が
な
い
の
で
ト

イ
レ
に

と
、
幅
広
く
使
え
、
そ
の
う
え
安

全
で
環
境
に
も
や
さ
し
い
石
け
ん

を
、
こ
の
機
械
を
フ
ル
に
活
用
し

て
、
作
っ

て
み
ま
せ
ん
か
。
苛
性

ソ
ー
ダ
は
購
入
や
取
扱
い
に
少
し

注
意
が
必
要
で
す
が
、
作
っ
て
み

よ
う
と
思
う
方
は
、
町
生
活
環
境

課
ま
で
お
申
し
出
下
さ
い
。

(
女
性
会
議
藤
岡

佑
子
)

「
社
会
福
祉
ガ
イ
ド
・
m
え
ひ
め
」
の

頒
布
に
つ
い
て

@信ゆ宅島匂泡〆'Õß宅@宅島信泡〆@

@門間開輔醐闘

婦

愛
媛
県
が
監
修
し
、
愛
媛
県

社
会
福
祉
協
議
会
が
編
集

・

発

行
し
た
「
社
会
福
祉
ガ
イ
ド
i

n

え
ひ
め
」
を
一
冊
千

二
百
円

で
頒
布
し
ま
す
。

希
望
さ
れ
る
方
は
、
町
民
会

館
内
重
信
町
社
会
福
祉
協
議
会

ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。

(9斗 1)61 斗8へ

重
信
町
社
会
福
祉
協
議
会
に

次
の
方
か
ら
金
一
封
を
寄
付
下

さ
い
ま
し
た
。
温
か
い
善
意
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
(
敬
称

略
)

(
香
典
返
し
)

相
原
富
美
子
(
田
窪
)
亡
母
・
竹
内
富
栄

竹
本
勇
(
田
窪
)
亡
妻
・
久
子

詳しくは、国民金融公庫松山支店



--市「 ーで寸l

際

国

実

中
国
語
講
座
に参

加
し
て

夏
休
み
、
猛
暑
の
中
、
四
回
に

わ
た
る
国
際
交
流
サ
ロ

ン
が
聞
か

れ
た
。
今
回
は
、
中
国
語
講
座
で

あ
る
。
殆
ん
ど
が
、
見
る
も
聞
く

も
初
め
て
、
と
い
う
初
心
者
ば
か

り
二
十
余
名
が
参
加
し
た
。
も
ち

ろ
ん
い
つ
も
な
が
ら
老
い
も
若
き

も
い
た
。
講
師
は
、
洛
陽
市
か
ら

い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
李
承
志
先
生
。

日
本
語
学
科
を
卒
業
し
て
お
ら
れ

る
か
ら
、
話
す
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、

読
む
も
聞
く
も
何
で
も
で
き
る
。

お
若
い
ハ
ン
サ
ム
な
先
生
で
あ

る
。
現
在
、
愛
媛
県
国
際
交
流
課
と

E
P
I
C

に
勤
務
さ
れ
で
い
る
。

ニ
イ
ハ
オ
ン
エ
イ

Y
ェ
イ

「

怖
好
」
「
謝
々
」
私
も
、
こ
の

程
度
の
言
葉
し
か
知
ら
な
か
っ
た

わ
け
だ
が
、
母
音
の
発
音
か
ら
丁

寧
に
教
わ
っ
た
。
李
先
生
の
日
本

語
は
、
さ
す
が
流
暢
で
、
現
代
の

中
国
の
匂
い
を
、
ま
る
ご
と
体
感

さ
せ
て
く
れ
た
。
歴
史
も
文
化
も
、

t"，.)・F J 9 

漏

サ

口

ン

い
く
ら
か
知
っ
た
つ
も
り
で
い
た

が
、
ま
だ
ま
だ
。
李
先
生
が
語
る

生
の
映
像
は
、
発
展
の
さ
中
に
あ

る
中
国
の
う
ね
り
を
、
感
じ
さ
せ

る
よ
う
だ
つ
た
。
そ
れ
に
し
て
も

中
国
語
は
難
し
い
。
舌
を
巻
い
た

り
、
鼻
声
を
出
し
た
り
、
は
た
ま

た
、
喉
の
奥
か
ら
声
を
出
し
た
り
。

私
達
日
本
人
に
と
っ
て
は
ま
る
で

声
芸
け
を
や
っ
て
の
け
ね
ば
な
ら

な
い
。
お
ま
け
に
、
山
あ
り
谷
あ

り
の
イ
ン
ト
ネ
ー
シ
ョ
ン
で
あ

る
。

四
回
の
講
座
で
、
語
葉
が
増

え
た
と
は
言
い
難
い
が
挨
拶
ぐ
ら

い
は
で
き
る
よ
う
に
な

っ

た
と
言

っ
て
お
こ
、
っ
。

と
も
か
く
も
、
共
働
き
で
、
夫

婦
別
姓
で
、
一
人
っ
子
政
策
を
と

る
国
、
中
国
。
漢
字
を
使
う
の
に

読
み
方
は
全
く
違
い
、
ア
ジ
ア
系

の
顔
立
ち
な
の
に
考
え
方
も
生
活

様
式
も
違
う
。
や
は
り
、
私
達
に

と
っ
て
は
、
近
く
て
遠
い
国
で
あ

る
。

そ
れ
で
も
、
互
い
の
国
を
知

り
、
文
化
を
旅
し
、
わ
か
り
あ
う

こ
と
は
、
素
晴
ら
し
い
。
九
月
十

四
日
に
は
、
本
格
的
な
ぎ
ょ
う
ぎ

の
作
り
方
を
教
わ
る
。
楽
し
み
で

ツ
ア
イ
チ
ェ
μ

あ
る
。
再
見
。

(
ム
広
間
貝玉
川

二
美
子
)

女

福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

j

ウ
ェ
ル
ケ
ア
重
信j

塾
生
の
間
で
。
福
祉
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
を
し
よ
う
。
と
言
う
声

が
高
ま
り
、
「

ウ
ェ
ル
ケ
ア
重
信
」

で
毎
月
一
回
、
実
践
活
動
を
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た

。

七
月
二
十
四
日
、
「
誕
生
会
」
は

二
階
ホ
ー

ル
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

入
所
者
の
大
半
の
方
は
車
椅
子

で
移
動
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
初
め
て
押
す
車
椅
子
は
思
っ

た
よ
り
も
軽
く
、
入
所
者
の
呼
ぴ

方
や
席
順
に
配
慮
し
な
が
ら
席
に

つ
き
ま
し
た
。

施
設
長
か
ら
心
の
こ
も
っ
た
お

祝
い
の
言
葉
と
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
贈

ら
れ
ま
し
た
。
続
い
て
畳
食
に
入

り
ま
し
た
が
、
食
事
の
介
添
え
は

個
々
の
体
調
の
リ
ズ
ム
に
合
わ
せ

て
摂
る
事
な
ど
、
職
員
の
方
や
看

護
経
験
の
あ
る
塾
生
の
指
導
を
受

け
な
が
ら
、
入
所
者
と
心
の
通
う

ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。

八
月
七
日
、
「
納
涼
ま
つ
り
」
は

夕
刻
六
時
に
始
ま
り
ま
し
た
。

広
場
に
は
野
外
ス
テ
ー

ジ
や
夜

店
な
ど
が
設
営
さ
れ
、
入
所
者
と

そ
の
家
族
を
囲
み
、
施
設
長
や
職

員
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
私
た
ち
も

性

塾

各
所
に
つ
き
ま
し
た
。

ボ
ン
ボ
リ
の
明
か
り
に
揺
れ
る

顔
、
顔
。
星
空
に
響
く
和
太
鼓
や

コ
ー
ラ
ス

。

盆
踊
り
の
輪
の
中
で

花
火
が
夜
空
を
彩
り
、
夏
の
夜
が

更
け
て
行
き
ま
し
た
。

私
た
ち
に
も
何
時
か
は
訪
れ
る

。
老
い
ぺ
間
近
に
迫
る
グ
超
高
齢

化
社
会
。
、
福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

通
じ
て
命
の
尊
さ
を
学
び
、
住
み

よ
い
重
信
町
を
め
ざ
し
て
、
私
た

ち
に
出
来
る
こ
と
を
実
践
し
て
ゆ

き
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す

。

(
女
性
塾

K
・

W
)

日
時

十
一
月
四
日
開

場
所

町
民
会
館
駐
車
場

出
店
数

十
六
店
(
先
着
順
に
受
付
)

出
店
面
積

一
コ
ー

ナ
ー

(
二
・
六
メー
ト
ル

×
一
・

七
メ
ー
ト
ル
)

由
申
し
込
み
期
限

十
月
十
三
日
l

二
十
日
ま
で

申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

冨
九
六
四
l

五
五
六
六
(
和
田
)

冨
九
六
四
l

二
二
三
四
(
福
積
)

主
催

重
信
町
女
性
塾

後
援

重
信
町
女
性
会
議

申込受付中

重
信
町
社
会
福
祉
協
議
会
と

デ
イ
サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー
重
信

(
ウ
ェ
ル
ケ
ア
重
信
内
)
で
は
、

在
宅
で
寝
た
き
り
の
高
齢
者
を

介
護
さ
れ
て
い
る
方
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
等
・

福
祉
に
関
心
の
あ

る
方
を
対
象
に
次
の
日
程
で
介

護
教
室
を
開
催
し
ま
す
。
ぜ
ひ

ご
参
加
下
さ
い
。

第
一
回

十
一
月
八
日

「
楽
し
く
介
護
を
す
る
た
め

に
」
(
講
議
)

「

在
宅
介
護
と
福
祉
サ

ー

ビ

ス
」
(
説
明
)

第
二
回

十
二
月
六
日

「
お
年
寄
り
の
健
康
管
理
」
・

「

家
庭
介
護
の
方
法
」
(
実
習
)

第
三
国

平
成
九
年
一
月
二
十
四
日

「
家
庭
介
護
の
方
法
」

(
実
習
)

第
四
回

平
成
九
年
二
月
十
四
日

「
施
設
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
体

験
」
(
実
習
)

「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
始
め
る
前

に
」

(
講
議
)

※
時
聞
は
何
れ
も
午
前
十
時
か

ら
午
後
三
時
ま
で

場
所
ウ
ェ
ル
ケ
ア

重
信

参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
、
ま
た

詳
し
く
は
、
社
会
福
祉
協
議
会

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

国の教育ローンEνæ匂泡々定v.::<%泌奇泌信泡⑪
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、

福

寿

十
月
十
五
日
閃

午
前
七
時
1
午
後
六
時

高
知
県
立
美
術
館
・
高
知

県
立
歴
史
民
俗
資
料
館
等

の
見
学

募
集
人
数
三
十
五
名
(
先

着
順
)

参
加
費
三
千
円
(
昼
食
・
入
場
料
等
)

申
込
締
切
十
月
九
日

附

日
時

内
"'" -a-

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

町
民
会
館
内

教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

冨
九
六
四
1

一
五
O
O
間

大

晶弘

・チ

日
時

十
月
二
十
五
日
働

午
前
十
時
1

十
一
時
三
十
分

町
民
会
館

第
一
・
二
研
修
室

日
本
赤
十
字
松
山
支
部
事
業

推
進
係
長
加
地
弘
明
先
生

赤
十
字
救
急
法

ー
さ
あ
大
変
/でも

大
丈
夫
l

場
所

講
師

演
題

第
担
固

文
化
祭
作

CI 
回目

募

集

文
芸
大
会
へ
の
応
募
、
美
術
展
、
菊
花
展
へ
の
出
品
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。
ふ
る
っ
て
応
募
、
出
品
し
て
下
さ
い
。

申
し
込
み
受
付
期
間
十
月
十
四
日
聞
か
ら
二
十

一
日
開

提
出
先

重
信
町
文
化
協
会
事
務
局
(
町
民
会
館
内
)

出
品
種
別
水

墨
画
・
絵
画
・
書

道
・
写
真
・
手
芸
・
陶
芸
・

華
道

※
出
品
点
数
・

サ
イ
ズ
等
に
つ
い
て
は
、
申

込
用
紙
で
線
認
し
て
下
き
い
。
尚
、
華
道

に
つ
い
て
は
、
町
内
華
道
社
中
を
通
じ

て
募
集
し
て
い
ま
す
。

出
品
資
格

・
町
内
在
住
者
ま
た
は
出
身
者

・
町
内
勤
務
者
お
よ
び
通
学
者

出
品
料

無
料
(
無
審
査
)

申
し
込
み
方
法

町
民
会
館
に
あ
る
・
申
込
用
紙
に

必
要
事
項
を
記
入
し
、
町
文
化
協

会
事
務
局
に
提
出

作
品
搬
入

十
一
月
一
日
働

午
前
八
時
三
十
分
i

正
午
ま
で

作
品
搬
出

十
一
月
四
日
間

午
後
五
時
l

九
時

不
可
抗
力
に
よ
る
損
害
に
つ
い
て

は
、
責
任
を
負
い
ま
せ
ん
の
で
ご
了

承
下
さ
い
。

尚
、
七
月
号
の
広
報
し
げ
の
ぶ
で

ご
案
内
し
ま
し
た
重
信
の
自
然
写
真

コ

ン
テ
ス
ト
も
受
け

付
け
し
ま
す

の

で
、
右
記
の
要
領
で
お
申
し
込
み
下

支
」
い
。

⑥
叫
U
選
者
高
橋
信
之
先
生

応
募
数
一
人

当
季
雑
詠
三
句
で

未
発
表
作
品
に
限
る
。

備
考

当
日
の
席
題
は
、

一
人
二

句
で
未
発
表
作
品
に
限
る

。

(回
明
町〉選
者
武
市
公
子
先
生

応
募
数

一
人
当
季
雑
詠
三
首
で

未
発
表
作
品
に
限
る

o

Q
川
川)

文
化
祭
開
会
セ
レ
モ
ニ

ー

へ
の

投
句
(
広
報
し
げ
の
ぶ
八
月
号
参

照
)
以
外
は
募
集
し
な
い
。

申
し
込
み
方
法

ハ
ガ
キ
等
に
住
所
・
氏
名
・
電

話
番
号
を
記
入
し
、
町
文

化
協
会

事
務
局
べ
提
出
。

搬
入
日
十

一
月
一
日
幽

申
し
込
み
方
法

町
民
会
館
に
あ
る
申
込
用
紙
に
必

要
事
項
を
記
入
し
、
社
会
教
育
課

に
提
出

。

応
募
資
格
町
内
在
住
の
小
・

中
・
高
校
生
及
ぴ
一
般
の
方

応
募
用
紙
等
四

O
O
字
詰
原

稿
用
紙
五
枚
以
内
、
一
人
一

点
と
し
ま
す
。

提
出
期
限
十
月
二
十
二
日

ω

提
出
先

重
信
町
立
図

書
館

(
た
だ
し
、
小
・
中
学
生
分
は

学
校
で
ま
と
め
ま
す
。
)

入
選

O

小
学
生
の
部

入
選
八
点
、
佳
作
十
点

。

中
学
生
の
部

入
選
三
点
、
佳
作
四
点

。
高
校
生
の
部

入
選
三
点
、
佳
作
四
点

。
一
般
の
部

入
選
二
点
、
佳
作
若
干
名

主
催

重
信
町
教
育
委
員
会

審
査
は
選
考
委
員
が
行
い
、

結
果
は
重
信
町
文
化
祭
で
発
表

し
、
記
念
品
を
お
贈
り
し
ま
す
。

詳
し
く
は
図
書
館
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
下
さ
い
。

回
九
六
四

l

三
四

一

四
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開会式「夢創造、生きがい発見重信町」

町制40周年記念オープニング・セレモニー

11 月 2 日② 18:30""' 町民会館大ホール

第1部「ふるさとの文学」 第2部「祝舞」 第3部「伝統文化の継承」

11 

町制40周年を祝い、例年と趣を変え

た文化祭にしようと思っています。

「重信八景」が制定されたのを記念

し、重信の自然、風土、名勝、史蹟、

文化財等を短歌、俳句、川柳、詩、漢

詩等に詠み、我町の文学的顕彰を試みるつもりです。

すぐれたふるさとの伝統芸能、舞踊などの発表観賞

の機会をつくり、みどりと文化の町にふさわしい芸術

文化の香る町づくりに寄与したいと思っています。

(文化協会会長森正史)

展示部門 書道・写真(重信の自然写真 コ ンテスト

含)・水墨・手芸・絵画・陶芸(子供陶芸合)・

児童生徒作品・華道・山草・菊花

大正琴・子供ストレッチ・重信少年少女合

唱団・重信コーラス・モダンダンス・南吉井

小金管バンド・重信中学ブラスパンド部・

舞踊・民謡・吟剣詩舞道・歌謡・社交ダンス

文芸部門 俳句・短歌

その他 お茶会・囲碁・将棋・子供映画劇場

詳しくは、 10月末に新聞に折込を入れますのでご覧

下さい。

主催

共催

重信町文化協会

重信町・教育委員会

芸能部門

1 1 月 3 日(日)
開演午後6時30分

(開場午後6時)

会場 町民会館大ホール

入場料
小学生以上

2，000円

(当日 2.500円)

重信町

重信町教育委員会

重信町文化協会

音楽を交えたフィンランドのお話

~子供達との楽しい交流会~
ピアノ舘野泉 バイオリンヤンネ・タテノ
日時 11 月 3 日(日) 午後1時-2時(開場12時30分)
場所町民会館大ホール
入場料 子供 500円(小学生から高校生まで) (当日 800円)

大人1 ， 000円(当日 1 ， 500円)

重信町 ・重信町教育委員会 ・重信町文化協会

泉ピアjリサイタル
(町制40周年記念)

日時

主催

日時 11 月 3 日(日) 午後8時30分一 10時
場所高砂(重信町田窪)

参加費 3 ， 000円
会場の都合もありますので、先着40名までとさせて
いただきます。希望者は参加費を添えて 10月 21 日(月)ま
でに町民会館内文化協会事務局までお申し込み下さい。

主催

秋
の
夜
の
酒
は
・
・
・
と
記
し
た

人
が
い
た
の
は
一
昔
前
。

し
か
し
、
そ
れ
は
今
も
同
じ

で
あ
り
た
い
も
の

。

歴
民
ロ
ビ
l

の
第
9

回
展
は

そ
の
お
酒
に
か
か
わ
る
展
示
で

す
。秋

の
夜
の
酒
は
・
・
・
酒
の
民
具
展

(
三
十
日
ま
で
)

江
戸
時
代
の
趣
味
の
酒
蒸
留

器
「
ラ
ン
ビ
キ
」
は
、
讃
岐
の

人
、
平
賀
源
内
の
説
明
を
仰
が

ず
と
も
今
回
の
展
示
品
で
。

「
う
ん
す
け
」
の
語
源
、
珍
し

い
下
げ
徳
利
な
ど
な
ど
が
・

-
m
月
の
休
館
日

7
n
u
s

当
日

U
1

よ

Q
U

'
i
1
i
1
i

ワ
u

ワ
白
ワ
白

出
日
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知
っ
て
い
ま
す
か
、
こ
の
言
葉

「
ノl
マ
ラ
イ
ゼ
|
シ
ョ
ン
」

私
は
お
と
な
に
な
っ
て

け
っ
こ
ん
し
て

け
ん
こ
う
な
赤
ち
ゃ
ん
を

う
み
た
い
で
す

か
お
な
ん
か

ど
う
で
も
い
い
で
す

た
だ
け
ん
こ
う
な
赤
ち
ゃ
ん
が

で
き
た
ら
い
い
で
す

私
み
た
い
な
赤
ち
ゃ
ん
は

か
わ
い
そ
う
で
す

だ
か
ら
私
は
赤
ち
ゃ
ん
に
は

私
の
ぶ
ん
ま
で

け
ん
こ
う
な
子
に

な
っ
て
ほ
し
い
で
す

こ
の
詩
は
、
野
村
町
の
精
神
薄

弱
児
施
設
「
野
村
学
園
」
に
い
た

知
的
障
害
の
あ
る
少
女
が
、
二
十

歳
の
時
に
書
い
た
も
の
で
す
。

皆
さ
ん
方
は
、
こ
の
詩
を
読
ん

で
ど
う
考
え
ら
れ
ま
す
か
。

ひ
ょ
っ
と
し
た
ら
、

「

知
的
障
害

の
あ
る
人
聞
が
結
婚
な
ん
て
」
と

思
わ
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

と
こ
ろ
で
、
高
齢
者
や
障

害
者

の
福
祉
に
関
し
て
、
「ノ
l

マ
ラ
イ

ゼ
l

シ
ョ
ン
」
と
い
う

言
葉
を
聞

か
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か

。

こ
の
言
葉
は
、
一
九
五
九
年
(
昭

和
三
十
四
年
)
、
デ
ン
マー
ク
の
知

的
障
害
者
の
親
の
運
動
の
中
か
ら

提
唱
さ
れ
て
き
た
考
え
方
を
表
わ

し
た
も
の
で
す

。

そ
の
後
、
欧
米
諸
国
に
広
ま
り
、

日
本
で
も
一
九
七

0
年
代
ご
ろ
か

ら
注
目
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

「
ノ

l

マ
ラ
イ
ゼ
|

シ
ョ
ン
」
と

い
う
言
葉
の
意
味
は
、
「
高
齢
者
も

若
い
人
も
、
障
害
の
あ
る
人
も
そ

う
で
な
い
人
も
、
す
べ
て
人
間
と

し
て

普
通
(
ノ
ー
マ
ル
)
の
生
活
を

送
る
た
め
、
と
も
に
暮
ら
し
、
と

も
に
生
き
ら
れ
る
社
会
、
」
そ

正
常

(
ノ
ー
マ
ル
)な
社
会
で
あ
る

」
と

い
う
考
え
方
で
あ
り
ま
す
。

つ
ま
り
、
障
害
が
重
く
て
も
軽

く
て
も
、
施
設
に
入
所
し
て
い
て

も
地
域
で
生
活
し
て
い
て
も
、
普

通
の
人
と
同
じ
よ
う
に
、
あ
た
り

ま
え
の
生
活
が
保
障
さ
れ
る
社
会

の
実
現
を
目
指
す
障
害
者
の
福
祉

の
基
本
理
念
で
あ
り
ま
す
。

日
本
で
も
、
こ
の
よ
う
な
考
え

方
が
定
着
し
、
現
在
、
県
や
市
町

村
で
は
、
高
齢
者
や
障

害
者
な
ど

が
、
安
全
で
快
適
に
暮
ら
す
こ
と

が
で
き
る
よ
う

「
人
に
や
さ
し
い

ま
ち
づ
く
り
」

を
推
進
し
て
い
ま

す
。

例
え
ば
、
公
共

の
建
物
に
車

椅
子
用
の
ス

ロ

ー
プ
を
作
っ
た

り
、
身
体
障
害
者
用
の
信
号
機
、

ト
イ
レ
や
電
話
ボ

ッ

ク
ス
を
設
置

す
る
な
ど
、
人
間
優
先

の
生
活
環

境
が
整
備
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

ま
た

、
高
齢
者
や
障
害
者
が
社

会
生
活
を
営
む
上
で
物
理
的
に
障

害
と
な
る
も
の
を
除
い
た
場
所
づ

く
り

「

バ
リ
ア
フ
リ

l

・
ゾ
l

ン
」

の
実
現
が
提
唱
さ
れ
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
よ
う
に

誰
も

が
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り

と
並
行

し
て
、
私
た
ち
自
身
の

人
に
や
さ

し
い
心
づ
く
り

は
ど

う
で
し
ょ
う

か
。
残
念
な
が
ら
、
電
車
や
パ
ス

の
シ
ル
バ
ー

シ
ー
ト
に
平
然
と

座

っ

て
い
る
若
い
人
が
い
た
り
、

車

椅
子
の
人
は
入
っ
て
ほ
し
く
な
い

と
い
う
お
店
が
あ
っ
た
り

、

何
ら

か
の
援
助
を
も
と
め
て
い
る
人
、

そ
れ
も
、
車
椅
子
を
押
し
て
ほ
し

い
と
い
う
さ
さ
や
か
な
こ
と
す
ら

無
視
す
る
現
実
が
あ
り
ま
す
。

私
た
ち
の
心
の
中
に

、

「
バ
リ
ア

フ
リ

l

・
ゾ
l

ン
」
を
築
〈
ニ
と

が
、
誰
も
が
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く

り
に
つ
な
が
る
も
の
だ
と
思
い
ま

す
。

「
ノ
l

マ
ラ
イ
ゼ
l

シ
ョ
ン

」

と
い
う
言
葉
に
は
、
こ
ん
な
願
い

も
こ
め
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

な
く
そ
う
い
じ
め

j

「
声
か
け
運
動
」
の
展
開
を
j

今
回
は

、

「
い
じ
め
・

登
校
拒
否
す

。

い
つ
ま
で
も

『
遊
び
友
達
』

問
題
等
研
究
協
議
会
」

で
出
さ
れ
関
係
か
ら
抜
け
切
れ
ず
、

『
喜怒
哀

た
提
言
の
中
か
ら
、
か
人
間
関
係
の
楽
を
分
か
ち
合
う

』

関
係
に
成
長

改
善
。
の
面
か
ら
い
じ
め
解
消
に
せ
ず
に
い
る
の
で
す
。

『
遊
び
友

つ
い
て
考
え
て
み

ま

し
ょ
う
。
達

』

感
覚
で
は
、
親
し

く
す
る
対

大
会
の
あ
と
、
七
月
十
六
日
に
象
が
次
々
に
変
わ
り
、
親
し
く
す

実
行
委
員
会
を
聞
き
、
大
会
の
反
る
対
象
以
外
が
い
じ
め
ら
れ
る
対

省
と
と
も
に
、
具
体
的
な
実
践
に
象
に
な
り
ま
す
。
子
供
の
成
長
過

つ
い
て
話
し
合
い
ま
し
た

。
程
の

中
で
、
友
達
の
悲
し

み
ゃ
喜

そ
の
一
つ
が
、
子
供
達
へ
の
『
声

ぴ
が
分
か
り
合
え
る
よ
う
に
な
っ

か
け
運
動
』
の
展
開
で
す

。

て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
す
。

親
が
子
に
、
教
師
が
児

童
生
徒
そ
れ
は
、
親
と
子
の
、
教
師
と

に
、
す
べ
て
の
住
民
(
大
人
達
)
が
児

童
生
徒
の
、
地
域
の
人
々
と
子

地
域
の
子
供
達
に
温
か
い
一
声
を
供
た
ち
の
人
間
関
係
の
中
で
育
て

投
げ
か
け
よ
う
と
い
う
運
動
で
ら
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

信

す
。
頼
感
を
高
め
る
礼
児
期
の
親
子
関

・
「
お
は
よ
う
」
「
さよ
う
な
ら

」

係
、
自
立
感
を
養
う
た
め
の
幼
児

・
「

暑
い
な
あ
」
「
寒
い
な
あ
」

期
の
子
供
達
と
の
人
間
関
係
の
在

・
「

元
気
だ
ね
え
」
り
方
を
学
習

し

て
い
き
ま
し
ょ

・
「
気
を
お
付
け
よ
」
:

:
:
う
。

何
で
も
よ
い
の
で
す
。
子
供
を
人
間
関
係
の
深
ま
り
は
、
悩
み

見
か
け
た
ら

一
声
、
声
を
か
け
て
を
打
ち
明
け
る
雰
囲
気
を
作
り
上

下
さ
い
。
こ
れ
が
地
域
全
体
に
温
げ
る
こ
と
に
も
な
る
の
で
す
。
従

か
い
人
間
関
係
を
築
い
て
い
く
第

っ
て
、
そ
の
こ
と
は
、
い
じ
め
を

一
歩
だ
と
思
い
ま
す
。
各
地
域
で
、
起
こ
さ
な
い
根
本
的
な
対
策
で
あ

各
団
体
で
、
是
非
、
具
体
的
な
申
る
と
同
時
に
、
い
じ
め
が
起

こ

っ

し
合
わ
せ
を
し
て
下
さ
い
。
た
場
合
の
早
期
発
見
に
も
つ
な
が

い
じ
め
問
題
の
根
っ
子
に
あ
る
っ
て
い
く
の
で
す
。

も
の
と
し
て
、
子
供
達
の
対
人
関

ま

ず
、
『
声
か
け
運
動
』
か
ら
行

係
の
未
熟
さ
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
動
を
開
始
し
ま
し
ょ
う
。
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生
活
が
豊
か
に
な
っ
た
現
在
、

大
量
に
出
る
ご
み
の
問
題
は
、
地

球
環
境
破
壊
に
つ
な
が
り
、
社
会

的
に
も
大
き
な
問
題
と
な
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
問
題
を
解
決
す
る
に

は
、
一
人
ひ
と
り
が
ご
み
を
減
ら

す
努
力
が
必
要
で
す
。

重
信
町
で
は
、
ご
み
減
量
対
策

の
第
一
歩
と
し

て
、
平
成
八
年
十

一
月

五
日
か
ら
、
燃
え
る
ご
み
の

指
定
ご
み
袋
に
よ

る
収
集
を
ス
タ

ー
ト
し

ま
す
。
指
定
ご
み
袋
制
度

は
、
ご
み
の
減
量
化
と
適
正
な
処

理
を
目
的
と
す
る
も
の
で
す
。
町

民
の
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

主主ゴ 日 ー可

建j 安
易( 委
袋; 主う
で ~ ~
/ ~ ;を

排
出
さ
れ
る
ご
み
の
う
ち
、

「

燃

え
る
ご
み

」

を
指
定
袋
で
出
し
て

い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
現

在
使
わ
れ
て
い
る
黒
い
ご
み
袋
、

-占、ι 13 

ス
ー

パ
ー

等
の
買
い
物
袋
な
ど
で

ご
み
を
出
さ
れ
た
場
合
は
収
集
し

ま
せ
ん
の
で
、
ご
注
意
下
さ
い
。

た
だ
し
、
十
一
月
三
十
日
ま
で

は
、
従
来
の
ご
み
袋
を
使
用
さ
れ

て
も
収
集
し

ま
す
。

ご
み
袋
に
は
名
前
を
記
入

指
定
袋
に
は
、
記
名
欄
(

地
区

名
・

名
前
)を
設
け
て
あ
り
ま
す
。

こ
れ
は
、
「

自
分
た
ち
の
ご
み
は
、

自
分
た
ち
で
責
任
を
持
っ
て
、
自

分
た
ち
の
集
積
場
に
出
す
。
」
と
い

う
こ
と
、
ま
た
、
記
名
さ
れ
た
袋
は
、

適
正
な
分
別
が
で
き
て
お
り
、
収

集
運
搬

・

処
理
が
安
全
に
で
き
る

と
い
う
確
認
の
意
味
が
あ
り
ま
す
。

集
積
場
の
美
化
及
び
町
全
体
の

美
化
に
も
つ
な
が
る
こ
と
で
す
の

で
、
必
ず
、
記
名
を
お
願
い
し
ま

す
。
無
記
名
の
ご
み
袋
は
収
集
し

ま
せ
ん

。

一
世
帯
に
百
枚
無
償
配
布

指
定
ご
み
袋
は
、
三
人
以

上
世

帯
が
大
袋
(五
十
4

用
)
、
一
人
ま

た
は
二
人
世
帯
が
小
袋
(
三
十
4

用
)
と
な
っ
て
お
り
、
一
年
間
で
百

枚
を
無
償
配
布
し
ま
す
。

〈
配
布
方
法
〉

O

組
入
り
し
て
い
る
世
帯

区
長
さ
ん
、
組
長
さ
ん
を
通
じ

て
、
各
世
帯
に
配
布
し
ま
す
。

O

組
入
り
し
て
い
な
い
世
帯

各
世
帯
に
無
償
引
換
券
を
郵
送

し

ま
す
の
で
、
役
場
生
活
環
境
課
で

指
定
袋
と
引
き
換
え
て
下
さ
い
。

※
転
入
さ
れ
た
方
に
つ
い
て
は
、

役
場
生
活
環
境
課
に
て
、
所
定

の
枚
数
を
お
渡
し
し
ま
す
。

ご
み
袋
が
な
く
な
っ
た
ら

無
償
配
布
し
た
指
定
ご
み
袋
が

不
足
し
た
場
合
、
有
料
に
て
販
売

し
ま
す
。

※
指
定
ご
み
袋
販
売
店
に
つ
き
ま

し
て
は
、
決
定
次
第
広
報
等
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

半透明高密度ポリエチレン
0.03mm 
大袋横68cm X縦85cm(50 t 用)
小袋横50cmX縦68cm(30 t 用)
大袋1枚目円(消費税込)
小袋1枚 30円(消費税込)

※ 10枚単位で販売します。

格

お
と
し
よ
り
健
康
相
談
室

毎
月
二
回
、
医
師
と
保
健
婦
で

健
康
相
談
の
た
め
に
、
お
と
し
よ

り
の
家
庭
を
訪
問
し
て
い
ま
す
。

お
と
し
よ
り
を
介
護
し
て
い
る

人
か
ら
の
介
護
不
安
や
介
護
疲
れ

に
対
す
る
心
の
健
康
相
談
、
お
と

し
よ
り
自
身
の

心
身
の
健
康
に
対

す
る
不
安
や
心
配
の
解
消
等
い
ろ

い
ろ
な
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

お
気
軽
に
、
ご
利
用
下
さ
い
。

平成 8 年

11 月 5 日 (!k) .19 日 伏)

12 月 3 日 (必 ・ 17 日側

平成 9 年

1 月 14 日附 ・ 21 日 (刈

2 月 4 日制 ・ 18 日 (!k)

3 月 4 日 (刈 ・ 18 日ω

※ 〈相談日〉
みでい
下すず
き。れ

置 い必も
九。ず事

六電前
四話に
| で予
四お約
一申が
七 し 必
O 込要

基
本
健
康
診
査

今
年
度
健
診
を

受
け
て
い
な
い
方
へ

「
今
年
度
は
こ
れ
が

最
後
の
機
会
で
す
。
」

検
査
日

十
月
二
十
四
日

同

午
前
九
時
三
十
分
i

十
二
時
三
十
分

内
容
(
問
診
・

身
体
計
測
・
血
圧

測
定
・

検
尿
・

血
液
検
査
)

〈
必
要
な
人
〉

眼
底
検
査
・
心
電
図

H
b

A
1

c
(糖
尿
病
検
査
)

診
察
日

十
一
月
七
日

同

午
前
九
時
三
十
分
i

十
一
時
三
十
分

内
容
(
医
師
・

保
健
婦
・
栄
養
士

に
よ
る
診
察
・
相
談
)

場
所

町
民
会
館

対
象

四
十
才
以
上
の
住
民

健
康
を
維
持
す
る
た
め
の
習
慣

(
例
え
ば
、
禁
煙
と
か
、
運
動
す
る

習
慣
)
を
持
っ
て
い
る
人
は
、
持
た

な
い
人
よ
り
長
寿
で
あ
る
と
い
う

報
告
が
あ
り
ま
す
。

自
分
の
健
康
を
確
認
し
、
生
活

習
慣
を
見
直
す
た
め
、
健
診
を
是

非
受
け
ま
し
ょ
う
。
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第
十
二
回
ど
て
か
ぼ
ち
ゃ
カ
ー
ニ
バ
ル
が
九
月

十
五
日
、
重
信
川
緑
地
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
あ
り
、
多
彩

な
催
し
に
大
勢
の
家
族
連
れ
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

今
年
は
県
下
か
ら
五
百
三
個
の
か
ぼ
ち
ゃ
が
集

合
、
大
き
き
・
形
が
競
わ
れ
ま
し
た
。

今
年
一
番
ビ
ッ

グ
だ
っ
た
の
は
、
越
智
郡
玉
川
町

の
山
本
光
利
さ
ん
の
百
三
十
八
均
の
か
ぼ
ち
ゃ

。

会
場
で
は
、
シ
ン
デ
レ
ラ
コ
ン
テ
ス
ト
、
大
道

芸
、
木
製
か
ぼ
ち
ゃ
投
げ
等
行
わ
れ
、
今
年
初
め

て
行
わ
れ
た
か
わ
い
い
動
物
と
ふ
れ
あ
え
る
ミ
ニ

動
物
園
や
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
よ
る
遊
覧
飛
行
は
子

供
達
に
大
人
気
。

ま
た
、
ど
て
か
ぼ
ち
ゃ
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
町
の

マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
か
ぼ
ち
ゃ
ん
」
が

登
場
し
、
愛
矯
を
ふ
り
ま
い
て
い
ま
し
た
。

る
)

・
け
町

~一受
川

置
を
玉

一昨償
似

溢
長
さ

脳
会
本

町晶
大
山

圃
企官

湛
回
『
，
，

判
別

ム
マ
‘Y

4
・
・
・

...チピッ子にモテモテ「かlまちゃんJ

(町制40周年記念)r落語とお笑い相談室」
笑福亭仁鶴

三瀬 顕

1 1 月 20 日(ボ
午後6時30分~
(開場午後6時)

会場町民会館大ホール

入場料 500円(当日 600円)

主催重信町・愛媛新聞社
問い合わせ先役場総務課箇964-200H問

チケットは10月 21 日より役場・町民会館で販売しますL

他3名

時

落語家・テレビタレント

日

士護弁

演出

@屯ゆ宅島屯浴包必官ゆ包だνc;;&õl

『
高
齢
化
社
会
に
お
け
る
健
康
管
理
」

ー
高
血
圧
と
と
も
に
生
き
る

1

講
演
テ
l

マ

「
高
血
圧
と
は
ど
ん
な
病
気
」

「
高
血
圧
予
防
の
た
め
の
日
常

生
活
」

「
ど
の
よ
う
に
し
て
血
圧
を
下

げ
た
ら
よ
い
か
」

やめましょっ

日
時十

月
二
十
日
(
日
)

十
三
時
三
十
分
i

十
六
時
三
十
分

不法駐車は

場
所愛

媛
県
医
師
会
館

(
松
山
市
三
番
町
四
丁
目
玉
1

三
)

募
集
人
数
五
十
人

受
付
締
切
十
月
十
一
日
(
金
)

受
講
料
三
、
七

O
O
円

申
込
先

⑦
七
九
一
l
O
二

温
泉
郡
重
信
町
大
字
志
津
川

愛
媛
大
学
医
学
部
学
務
課

第
一
学
務
係

雷
九
六
四
|
五
一
一
一

せまい道路での色ノ~邑〆Z耳主ノ2耳亙v&:!亙~軍邑ノ電話主/む邑ノ宣〉



長
寿
を
お
祝
い

敬
老
週
間
中
の
行
事
と
し

て
、
九
月
十
一
日
、
町
民
会

館
で
、
老
人
福
祉
大
会
を
開

催
し
、
金
婚
夫
婦
・
米
寿
・

健
康
優
良
老
人
の
方
々
を
お

祝
い
し
ま
し
た
。

該
当
さ
れ
た
方
は
、

金
婚
夫
婦
四
十
四
組

米
寿
五
十
名

健
康
優
良
老
人
百
四
十
七

名
で
し
た
。

な
お
、
ウ
ェ
ル
ケ
ア
重
信

で
も
米
寿
を
迎
え
た
三
名
の

方
を
和
田
町
長
が
訪
問
し
、

祝
品
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

第
三
十
二
回
成
人
バ
レ

ー
ボ
ー

ル
大
会
が
、
九
月
一
日
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
セ
ン
タ
ー
ほ
か
三
会
場
で
開

催
さ
れ
ま
し
た

。

男
子
二
十

一
分
館
、
女
子
二
十

分
館
が
参
加
し
、
熱
戦
が
繰
り
広

げ
ら
れ
ま
し
た
。

上
位
の
成
績
は
次
の
と
お
り
で

す
。

叡老〈老人福祉大会〉

九
月
十
三
日
、
九
十
五
歳
以
上

の
お
年
寄
り
を
、
和
田
町
長
が
訪

問
し
、
長
寿
を
お
祝
い
し
ま
し
た
。

九
十
五
歳
以
上
の
方
々
は
次
の

と
お
り
で
す

。

(
年
齢
は
今
年
末
・

敬
称
略
)

松
岡
コ
マ
ヨ

高
須
賀
駒
代

東
隆
枝

森
サ
ワ
ヨ

永
野
好
貞

渡
部
宇
太
郎

小
綱
シ
ゲ
ヨ

田
村
八
左
衛
門

越
智
シ
ゲ
ミ

加
藤
チ
カ
ヨ

中
村
ア
イ

坪
内
薫

大
西
幸
子

高
橋
ミ
ユ
キ

野
中
チ
ヨ

白
石
恒
代

堀
内
ナ
カ
ヨ

高
橋
イ
ソ
ヨ

藤
田
一
義

八
塚
貞
江

渡
部
政
措

上林

②働個々腕腕泌偽偽③

男子優勝(西)

見
奈
良

田
窪

上
林
上
村
樋
口

見
奈
良

田
窪
下
林

山
之
内

西
岡
田
窪
牛
湖

南
野
田

下
林

見
奈
良

田
窪

野
田
一
丁
目

南
野
田

上
林

九九九九九九九九九九九九九九九九九九九九 二
五五五五五六六六六六六六七七七七八八九九 三
歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳議

広報の早期配付にご協力下さい。

働
問
問ω

男
子

優
勝
志
津
川

準
優
勝
横
河
原

第
三
位
牛
糊
団地

新
村

命
問
問ω

男
子

優
勝
上
林

準
優
勝
下
林

第
三
位
田
窪

西
岡

• 

成人バレーボール大会

北野田

祝

女子優勝(東)

女
子

優
勝

準
優
勝

第
三
位

女
子

優
勝

準
優
勝

第
三
位

九
月
八
日
、
愛
媛
県
消
防
学
校

大
規
模
訓
練
場
(
松
山
市
勝
岡
町
)

に
お
い
て
、
第
十
九
回
愛
媛
県
消

防
操
法
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
当
日
は
、
晴
天
に
恵
ま
れ
、

重
信

町
消
防
団
第
一
分
団
第
五
部
掲

(
横
河
原
消
防
団
)
は
、
自
動
車fH
M

ン
プ
め
部
に出
場
し
、
優
秀
な
成
会
酢

績
を
収
め
ま
し
た
。

U

防
総
消
防
原
著
河町問

憤

媛
向
愛

今
後
は
、
大
会
で
培
っ
た
技
術
・

精
神
を
災
害
発
生
時
に
発
揮
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

牛八新北
沸l 反村野
団地国
土也

@信泡々泡々か信泡々泡待泡4泡ベヨ

志津川

田窪女子優勝(西)

男子優勝(東)

ιもすれふ15 
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野日ヨ '空也、 ，宇也、 ー」ト 野日ヨ 野日ヨ '±也、 ，±u、 同μ」 住
[ ì章 i掌 ~ ~ ì幸 i掌
百 川 川林 EE 川川窪 所

窪佐西佐高坂山岸産
保団系信 山伯見本元田喜
護者直幸巧慎 匡久

樹敬照治吾篤浩人雄

奈を彩情1竜宅!、涼七!智二子 -~百 b朋 i 出
美み乃の二 じ聖太 :希~ ì皮1也ゃ 生!尼

9 9 9 8 8 8 8 8 8 生年月. . . . . . . . . 
3 3 2 28 26 26 26 25 15 日

お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

戸
籍
の
窓

回見横田見樋北西上見 住
奈河 1耳R、E 野 支-'守Fえ、

窪良原窪良口問岡林良 所

大波川音森平義奮a春n堅S 高能森被 氏西透マ岡市ミ

道 支郎サ隆 卓美チ勝博号' 名明 ー コ也 ヱヱ

70 90 79 76 0 78 68 77 37 83 年
令

9988888888  事E
- ・ ・. . . . . 亡

の
3 2 30 26 24 21 19 18 12 8 日

, tçヘ.

お
い
翁
釦
慨

皐
+
穿
@
の

d 

九
月
十
固
ま
で
の
届
出
分

cr 

~. 

お
誕
生
お
め
で
と
う

宮雷見宮-牛 i志幸 横南 住
2 3 奈 2 河野
EE 良盲測川原因 所

小菊音坂安圭直杉本 里野宮 保笠地瀬本 藤崎
震~ 敏英雅 浩真政 護

u 夫一治 吾 一悟男 者

夏子1こ央真おt皐乃の?太亮21湾みお央真ぉま修作?}菜由。な 出生
児

8 8 8 8 8 8 8 8 生
-・ ・・・・ ・・ 年月
15 12 11 11 11 7 6 5 日

あ
凶
な
げ
包
・
‘
，

盟盟

~ 

金ふ

e 

|岨謝野砂』 明日11 

日(躍) 行 事 名 時間 場所
1 樹

2 出 文化祭開会式(文化祭は4 日まで) 18:30- 町民会館
サブイベント

音楽を交えたフィンランドのお話 13:00-14:00 町民会館

3 (日)
一子供達との楽しい交流会~
舘野泉ピアノリサイタル

-- - ・ ・ ーー - --・・ー ー・ ー・・ F ・ ・・ “ ー ー

18:30- 町民会館
じる子ジ五ジー一一一一一一一 20:30二ii:bb 高砂(田窪)

ーーー・ー ー- - ・・ーー
当番医西野内科クリニック 置信町牛測 冨964-2200

4 例)
振替休日のためごみ収集休みます。

亘書雇一面面}974iU話一一一 .信tlll1孟毒1)'1 画面4工11回
5 閃 おとしより健康相談室(要予約) 14:00-16:00 役場保健婦室
6\羽

7 附
基本健康診査(診察・相談日)

9:30-11:30 町民会館
(10月 24 日に検査を受けた者)

8 幽 母親学級① 13:30-15:00 町民会館
9 出

不燃物回収日

10(日) 廃郷(景棄土観図史の講書変座交遷換か市ら見た重信の今昔) || l| 913曲30~-161530初 図 書 館
当番医泉内科 川内町南方冨966-2226

11例) リハビリ教室 13:30-15 :30 町民会館

12ω 
健康づくり料理講習会(カルシウム食) 10:00-12:30 田窪公民館
移動図書館車運行

-- ー ー ー ・・・ーー・. ー ー ー・ーー- --- -・ー

13:30-14:30 北吉井幼稚園

13\樹
礼児健康診査

13:30-14:30 町民会館
(H8年1月 ・ 4月 ・ 7月生まれの者)

3才児健診
13: 00 -14 : 00 町民会館

14附
(H5年7月・ 8月 ・ 9月生まれの者)

ーー・ーー ー ーーーー - -

行政心配ごと相談所 13:00-15:00 町民会館|
ーー母国司-------・・・・・ ・・ー ー ーー ー----- ------ ー ・・・・・』ーー・ --
移動図書館事運行 13:30-14:30 重信幼稚園
母親学級② 13:30-15:00 町民会館

15幽 歯の健康づくりセミナー 13:30-15:30 町民会館

移動図書館車運行(山之内 ・樋口 ・横河原方面)
16出

17(日)
当番医藤石病院 重信町志津川冨964-1234
移動図書館事運行(志津川・八反地 ・ 田窪田地・西岡方面)

18伺) 母親学級③ 13:30-15:00 町民会館

19閃 おとしより健康相談室(要予約) 14 : 00-16:00 役場保健婦室
印刷 移動図書館車運行(田窪・堀池 ・牛測 ・牛湖団地・上樋団地・{番磨台団地方面)

21同
1才6 ヵ月児健診

13:30-14:30 町民会館
(H7年3月・ 4月生まれの者)

22幽
母親学級④ 13:30- 15:00 町民会館

移動図書館車運行(野田1丁目 ・新村・北野田 ・南野田方面)

23出
祝日のためごみ収集休みます。

当番医山本内科 川内町北方冨966-2066

重信町PTA研究大会 重回同信45- 12ω 仰岡圃I 民会館
24(日) 廃当番棄図医書J交国換立療市餐所愛媛病院 町00横-1河6:原30 964書-24館11 

不燃物回収日

25伺)
健康相談〈各地区> (27 日(羽まで)

移動図書館車運行(上村・下林方面)

26ω 移動図書館事運行 13:30-1 4:30 北吉井幼稚園

27\利 移動図書館車運行(上林方面)

粗大ごみ回収日

28(柑
移動図書館車運行 13:30- 1 4:30 重信幼稚園

母親学級⑤ 13 : 30-15:00 町民会館

心配ごと相談所 13:00-15:00 町民会館

29幽 リハビリ教室 13:30-15:30 町民会館

30出

NTT四国電話帳鮒印刷~791-02 重信町大字志津川972番地 雷 (089)964-200 1 (代表)町民課編集愛媛県温泉郡重信町発行
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